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１．林木ジーンバンク事業

　林木ジーンバンク事業は、1985年から「育種

素材の供給源の確保」、「絶滅に瀕している種の確

保」等を目的に、遺伝資源としての林木を収集・

保存する事業で、種子や花粉による保存のほか、

約2万6千系統の樹木そのものを増殖して保存

園などで保存（成体保存と言う）しています。将

来にわたって有用で貴重な林木遺伝資源を保存

し、新品種の開発や科学技術の発展に寄与する研

究材料として利用されるためには、遺伝資源が戦

略的に収集・保存されていることが求められま

す。このため、これまでに成体保存されている遺

伝資源と対象種の分布域との比較を行い、成体保

存の少ない地域をGIS技術により地図上で可視

化し、今後、収集・保存に重点を置く必要のある

地域の「見える化」に取り組んでいます。今回は、

日本の主要な広葉樹であるブナとケヤキの事例

を紹介します。

２．ブナ、ケヤキの収集・保存状況

　ブナとケヤキの分布域は、環境省が実施した植

生調査データと巨樹巨木データから作成しまし

た。両種の分布域と成体保存されている系統の収

集地点とを重ね合わせた結果、ケヤキは分布域を

網羅するように成体保存されているのに対し、ブ

ナは北海道・東北に偏っていることがわかりま

した（図）。今後のブナの成体保存は、南東北か

ら長野県・岐阜県の北部にかけての地域や温暖

化の影響により消滅が危惧されている西南日本

の小集団から行うことが重要です。

　林木遺伝資源の「見える化」は、効果的な収集・

保存計画の策定に活用できるだけでなく、一般に

広く公開することで、利用者が試験研究に用いる

遺伝資源の来歴を地図上で具体的にイメージで

きるようになり、利便性の向上にも寄与するもの

と考えています。

（遺伝資源部　探索収集課　山田　浩雄）

林木遺伝資源の「見える化」について

１．Acacia tortilisとは
　Acacia tortilis はアフリカから中東にかけて分

布するアカシア属の樹木で、薪炭材や家畜の飼料

等として幅広く活用できる樹種です。乾燥地域で

も生育できることなどから、その植林への関心が

高まっており、林木育種センターが支援する「ケ

ニア国気候変動への適応のための乾燥地耐性育

種プロジェクト」（JICA技術協力事業）ではその

育種改良と普及を推進しています。

２．課題の一つであった種子の発芽促進

　アカシア属の樹木は一般的に硬い殻（種皮）に

覆われた種子を作り、何らかの事前処理を施さな

ければ種子が発芽しにくいことが知られていま

す。Acacia tortilisの種子はとりわけ小さく、種

皮も非常に硬く、同属他種で報告されている処理

ではあまり発芽率が改善されないことがわかり

ました。近年、同種において種子の発芽促進に関

する論文が2つほど発表されていたのですが、結

論として硫酸など危険かつ一般に入手困難な薬

品を利用することを推奨しており、アフリカで普

及するにあたっては、別の現実的な技術を考えな

くてはならないという課題がありました。

３．小さな発見と工夫

　いろいろと試行錯誤をしていくうちに、1)種

皮は深い傷をつけると吸水できて柔らかくなり、

発芽可能となること、2)最初に起こる発根は必

ず種子のhilum（へそ）の部分（写真a）からで

あること、3) 種皮は吸水後も弾力性が高く、発

根を阻害する場合があることを発見しました。そ

こで、種子のhilumを爪切りを使って切り取れ

ば発根効率が最大化されるのではないかと考え

ました（写真b）。その効果はてきめんで、この処

理を施して種子を水に浸けておくと、3日程度で

発根し始め、わずか6日間で供試した全ての種子

で発根が確認されました。また、それをポットに
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図　ケヤキ（左）およびブナ（右）の分布域（青）と成体保存されている系統の収集・保存地点（赤）

写真　 A.tortilisの種子　a)種子のhilum (へそ) 
b)爪切りで処理をした様子

図　 爪切り処理と硫酸処理における処理からの

　　 日数と発根率の比較（破線は95%信頼区間）

　ケヤキは分布域を網羅するように収集、増殖して保存されているのに対し、ブナは

北海道・東北に偏っています。

ケヤキ ブナ

移植すれば実生を得ることができました。一方、

硫酸処理では14日間の観察で発根に至った種子

の割合は38%でした（図）。今回、新たに考案し

た手法は処理時間、得苗率の両面で優れているこ

とがわかりました。

 

４．おわりに

　本成果はケニア側研究者との共著論文として

アフリカの学術誌（African Journal of

Biotechnology13：4457－4561）に掲載され

ました。本誌は無料で論文が閲覧できるオープン

アクセス誌であり、誰でも自由に論文をご覧に

なっていただけます。種子のhilum部分から発

根するという小さな発見ではありましたが、これ

をきっかけに安全、簡便、高効率な種子発芽促進

手法を提案することができました。今後、この方

法をより多くの方々に知っていただき、アフリカ

や中東の実際の現場で使われるようになれば嬉

しく思います。

（海外協力部　海外協力課　花岡　創）

小さな発見から役立つ成果

～Acacia tortilisの発芽促進手法～


